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實訓言禰人卿・感温ゆ姶卵・旧観恥湛の功至細麟し献湾に以聯鞠

藥剤を諸種の濃度，時間及び作用量に於て作用せしめ，作用せしめた材料の一分は二二，他方には

藥品作用前の糞汁を添加し，甥照の賦払墨材料と向時に贔卵を培養した。
                 J

細菌の恥曝兎蝋寒天轍職こ・m・）1 1一翻騨時と，騰髄時の咽看苛つた・

 實験の結果によれば1．フオ加殉30％50分倍量，乃至40％刎欄・倍量富
田て實験例の1〔1〔｝％に於て殺菌生仔巌の朕態を得ろ。ll．アvチフ遜々ミ：ソ5e％2－y2．5時間・

倍量にで勤｛〕％に殺菌生仔轟の歌態を得る。皿 堕酸 15％ コ時間 同量，乃至（；｛｝％ 即分

倍：量作用にて殺菌生山巌のガ犬態を得るが全例を其三態となし得ない。“”％、31）分 倍量に隔てS・

⑳勿論弊を示すのみである・rv罧メ…鳳・％即伽塒間同及。・油綿に隔て

轟轟死鍋細論灘北暢合力・鱗鵬あろ・灘昇灘よ貿畷菌生臆の縮を得
るこどな困難である。V八ロミソ 10％‘2時間 倍量作用にて轟卵培養時ぱ無菌歌態であった

が・仔ﾗ出の場合には櫛雌「噛難解鵬驚殺雌緯吋韓を得る鮒があ鵬る
と思はれる。V1マPキnクロPム，超濃度リンゲル液ジアγ舎フかルミ・ン 30％ 3時間 同量

灘騨綿を颯行ひ彌爾繭等の虞置に於てば灘騰ρ雌と1ま三三
、「t @’蝿ﾈ上要ナるに1フtルマリγとアンチフォルミγにぱ殺菌生仔轟状態四域條件がある。

本邦肺結核死亡の時系列に關する統計的解析一第2報 趨勢攣化

東京女子署墨專門墨校衛生學教室（主任 吉岡憾入敏授）

             案 場 奪舞子

 緒言 本邦肺結核死亡の地理的，歴史的憂化を明確にする爲に府縣別性別に死亡率の趨勢攣化を

準写した・

方法辮の方畑中比較的三面線複利曲複測線をmvて翻二化を蹴撮ノ1’厳
法嘩つ七その傾向を観察したのである．

研究嚇果本邦繍嚇織ダピ亡鞠鰻山回を醐高峻山都會型），甥一型（地方型）・、

中間型（全二型）の三つに分類し得る。叉これを更に分って各型の代表的な型をム型とし，他型と

の移行型．をB型とした。’

欄高温（都心は明瀞間に死峰郎瀞低回して騨で，・旧劇樋じ璽
』死亡率が最も高率なものである。性別に臨女子が前期，男子が後期に高率である。大騰三期に分
               コ  ワ

けられて，上昇，下降，上昇の趨勢線を示す。

麟酬地方型）鹸初心も低ぐ轍癒し近年撮高の死面ゆζ・鐸・しては・・亡率が

低く，1全期間一直線の趨勢二叉は二期に翁かたれた直線的な上昇で趨勢線が二心れてるるp

 申間型（全國型）はこの一間の率にあって，入摯は三三の死亡二曲総の書く型に類似し，．前期凸
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型，後期は凹型の揃物線に依ってその趨勢塩化を現はし，．：B型ば之より租麦低率で，前期を上昇の

線で現はしたものである。A一型は上昇，下降，上昇，下降，上昇，：B型は上昇，下降，玉昇，叉は
       
上昇，下降の趨勢線を示す。

都會型は多くは大都市を主職し，士也方型膿村的特勧府縣と考一ら才・るからデこの分類に依

って都鄙の結擁亡の轍離競翻し得る・脇聯鯛織擁醐題と』なったのは嘩し
て都含であり，之渉近年には農村べも蔓延し，現在は都鄙爾者に擾ってみる。

酬噸て汝子棚治輔に高く・男子が近鞭って声率となρたやふ轍に郷鍋・・

之が性比の生物學的疾病抵抗の差異であるとv・ふよ9も1趾會的因モの影響が直接の原因である事

       サ潅示してみると考へられる。師ち朋治年聞の輕工叢近年の重工業といふ本邦産業形態の攣化は，

それらに從事する青年女子，青年男子の結核死を高めた爲に，．か⊥る差異が起つたのであらうと推

．測し得るのである。
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